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国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）の現状と今後の展望
JDIAP会長　小田義直

本年 1 月から国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）会
長を拝命しております九州大学形態機能病理の小田義直で
す．私は九州大学教授に就任直後の2010年にJDIAP理事に
選出していただき，教育委員長，常任幹事，次期会長を経
て今後 3 年間の任期で会長を務めさせていただいていま
す． 4 年後の2026年10月にはIAP Congressを福岡でお世
話させていただく予定です．加藤先生が会長であった

2016年ケルン，吉野先生が会長であった2018年ヨルダン・死海での必死の
開催誘致ではそれぞれシドニー，カンクンに惜敗しましたが，足かけ 4 年
を越える歴代のJDIAPの会長を始めとする諸先生方と日本政府観光局

（JNTO）および福岡コンベンションビューローの方々の懸命な誘致活動が土
台となって 3 度目の正直ということで，2020年ロンドンでのオンライン誘
致投票で2026年福岡での開催を勝ち取ることができました．この誘致活動
が評価されJNTOから2021年度「国際会議誘致・開催貢献賞」を 2 月18日に
受賞しました．日本でのIAP Congressは1966年に京都で，2000年に名古屋
で開催され，2026年に四半世紀ぶりに福岡での開催ということになります．
現在コロナ渦の中でハイブリッド形式など学会の開催方式が変化してきてお
り，コロナ終息後の学会のあり方がどのようになっているのか想像できませ
んが，時代に即した最も皆様に支持され満足していただけるような学会を目
指しております．

現在のIAP Central（IAP全体）の会長には日本の長村義之先生が2020年
から就任しています．この役職はかつてあの有名なドイツの病理学者である
Aschoff教授も1912-14年の任期で務めており世界中の病理学者にメッセー
ジを発信できる大変重要な役職であり，そのような役職に日本の病理学者が
就任していることを大変心強く思っています．JDIAPは昨年で設立60周年を
迎えました．これを記念して60周年記念誌を発刊するとともに今までJDIAP
の活動に貢献していただいた海外の病理学者の表彰を行いました．

JDIAPの主な活動は病理診断における教育活動と国際交流事業が二本の柱
となっています．教育活動では病理診断講習会とスライドセミナーより構成
される「教育セミナー」，初学者を対象とした「ふぁんだめんたる」を行っ
ており，2019年までは対面で行っていましたが，コロナ対策のため2020年
より完全にオンライン形式となりましたがそれなりの実績をあげています．
対面形式によるものが教育効果としては好ましいとも思えますが，オンライ
ン形式も開催場所に関係なく多くの方が参加できるなどの良い面も多くあり
ます．今後の教育活動の開催方法については状況を見ながら検討してゆくこ
とになりますが，皆様の日常病理診断に役立つような企画を常に考えていま
す．例を上げますと，今年の病理診断講習会では原発不明癌を取り上げる予
定です．
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国際交流事業としてはIAP Congressへの参加，
USCAPへ の 参 加 お よ びJapan Night，Asia 
Pacific IAP （APIAP） Congressへの参加，韓国お
よび台湾IAP支部との定期的な交流（日韓，日台
IAP合同カンファレンス），秋の病理学会でのア
ジア若手病理医の招聘事業（International Poster 
Session）などがあります．これらの中で日韓，
日台IAP合同カンファレンスは相互訪問により親
交を深めてきた歴史があり，近年の新型コロナ感
染拡大により中止となっていますが，感染の収ま
り具合をみてから，まずはオンラインで再開，そ
の 後 対 面 開 催 を 考 え て い ま す． 昨 今 のIAP 
Congress，USCAPなどの国際学会もオンライン
もしくはハイブリッド開催となっています．昨年
吉野前会長が日本で初めて誘致に成功し主催した
APIAP Congressはオンライン開催にも関わら
ず，魅力的なプログラムが満載で多くの海外の病
理医が参加し積極的な討論も行われ，JDIAPのプ
レゼンスを世界に示すことができたのではないか
と思っております．

JDIAPは学会誌を持ち合わせていませんので，
このニュースブレチンはその活動を記録するアー
カイブとしての意味合いもあります．現在まで

6 年間に渡ってその編集にご尽力いただきまし
た森谷先生に感謝いたします．今後もより多くの
会員の皆様に読んでいただけるような魅力ある内
容となるように新広報委員長の久岡先生と検討し
てゆきたいと思います．またIAP Centralもそう
であるようにJDIAPも情報発信のためにソーシャ
ルメディアの積極的な活用も検討してゆきたいと
思っています．

事務局の体制も今年から変わります．今まで事
務局を支えていただきました大塚さん，鈴木さん
には大変御世話になり，感謝いたします．昨年か
らは国際文献社さんに多くの事務機能をお願いし
ています．新たに事務局を支えていただきます金
沢事務局の玉野さんにはJDIAPを取り巻く環境や
体制が変わり，その対応をお願いすることになり
ますがどうぞ宜しくお願い申し上げます．

新執行部となり，時代に即した最も皆様に支持
され満足していただけるようなJDIAPを目指して
活動して参りますので，会員の皆様の今後の益々
のご協力とご支援をどうぞ宜しくお願い申し上げ
ます．
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2022年IAP日本支部新理事・役員一覧

理事・役員
会長 小田　義直
 九州大学大学院医学研究院形態機能
 病理学
前会長 吉野　正
 岡山大学大学院病理学
副会長 清川　貴子
 東京慈恵会医科大学病理学講座
次期会長 都築　豊徳
 愛知医科大学病院病理診断科
常任幹事 原田　憲一
 金沢大学医薬保健研究域医学系人体
 病理学
広報担当 久岡　正典
 産業医科大学医学部第 1 病理学
教育担当 羽賀　博典
 京都大学医学部附属病院病理診断科・

病理部
学術奨励賞担当
 長尾　俊孝
 東京医科大学人体病理学
合同会議担当
 森谷　卓也
 川崎医科大学病理学
理事 九嶋　亮治
 滋賀医科大学医学部病理学講座
 （人体病理学部門）
 長嶋　洋治
 東京女子医科大学病理診断科
 原田　憲一 
 近藤　哲夫
 山梨大学医学部人体病理学
 湊　　宏
 石川県立中央病院病理診断科
 柳井　広之
 岡山大学病院病理診断科
会計監事 加藤　良平
 伊藤病院病理診断科

広報委員会	 	
委員長 久岡　正典 
副委員長 森谷　卓也 
委員 長嶋　洋治 
委員 近藤　哲夫 
委員 湊　　宏 

教育委員会	 	
委員長 羽賀　博典 
副委員長 近藤　哲夫 
委員 久岡　正典 
委員 九嶋　亮治 

委員 柳井　広之 
委員 相島　慎一
 佐賀大学医学部病因病態科学診断
 病理学講座
委員 松原　修
 （兼　ふぁんだめんたる担当）
委員 清川　貴子
 （兼　ふぁんだめんたる担当）

学術奨励賞選考委員会	 	
委員長 長尾　俊孝 
副委員長 相島　慎一 
委員 牛久　哲男
 東京大学大学院医学系研究科人体
 病理学・病理診断学分野
委員 長嶋　洋治 
委員 湊　　宏 
外部委員 （日本病理学会から 1 名）
 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会		
委員長 松原　修
 平塚共済病院／がん研
副委員長 長村　義之
 日本鋼管病院病理診断科
委員 岩崎　宏
 福岡大学医学部総合医学研究センター
委員 橋本　洋
 ㈱臨床病態医学研究所

理事指名委員会	 	
委員長 吉野　正 
副委員長 加藤　良平 
委員 松原　修 
委員 長村　義之 
委員 都築　豊徳 
委員 原田　憲一 

合同会議実行委員会	 	
委員長 森谷　卓也 
副委員長 柳井　広之 
委員 南口　早智子
 京都大学医学部附属病院病理診断科・

病理部
委員 山元　英祟
 九州大学大学院医学研究院形態機能
 病理学
委員 山口　浩
 埼玉医科大学医学部病理学
委員 渡辺　みか
 東北公済病院病理診断科
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米国交流委員会	 	
委員長 Mari Mino-Kenudson
 Massachusetts General Hospital, 

Boston
委員 木田　正俊
 University of Vermont College of 

Medicine
委員 大島　喜世子
 Johns Hopkins Bayview Medical 

Center
委員 原田　秀子
 The University of Alabama at 

Birmingham

COI委員会	 	
委員長 小田　義直 
委員 清川　貴子 
委員 原田　憲一 
委員 羽賀　博典 

IAP本部	 	
President 長村　義之 
Vice President Asia
 松原　修 
Past President
 牛込　新一郎 

IAP日本支部	 	
学会事務局
 平尾　みゆき
 〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5　

アカデミーセンター
 TEL：03−6824−9374
 FAX：03−5227−8631
 E-mail：jdiap-post@bunken.co.jp
金沢事務局長
 原田　憲一
 kenichih@med.kanazawa-u.ac.jp
担当 玉野　裕子
 kanazawa.office@iapjapan.org
東京事務局長
 松原　修
 matsubara@iapjapan.org
担当 大塚　茉子
 tokyo.office@iapjapan.org

新理事の抱負

石川県立中央病院病理診断科　
湊　宏

この度はIAP日本支部理事に
選出いただきまして，会員の皆
様 方 に 感 謝 申 し 上 げ ま す．
JDIAPの教育セミナーやスライ
ドセミナー等は，自分が今日ま

で病理医として成長する上で大きな糧となってお
り，今回その恩返しの意味でも少しでもお役に立
てることができたらと思っております．日韓や日
台のIAPミーティングでも毎回いろいろな刺激を
受け楽しく学ばせていただいております．今後も
国内での活動の活性化や，海外，特にアジア太平
洋地域とのさらなる交流に向けて尽力できたらと
思っております．まずは広報委員会委員を担当す
ることとなりましたので，委員の皆様とともに
IAPの活動を積極的にお知らせしていきたいと
思っています．JDIAPに関して何かご意見があれ
ばいつでもご連絡いただけますと幸いです．若手
の病理医にも今後のIAPの活動に興味をもってい
ただけるよう努力していく所存です．ご指導ご鞭
撻の程何卒よろしくお願いいたします．

岡山大学病院　病理診断科　
柳井広之

この度IAP日本支部（JDIAP）
の理事に就任にいたしました．
JDIAPには若い時にはスライド
セミナーの受講生としてお世話

になり，最近では教育シンポジウムや日韓，日台
スライドカンファレンス，アジア太平洋IAPでお
話を聞いていただく機会をえました．「国際」と
名前のつく団体ではありますが，実は私は10年
ほど前まで公私いずれでも海外に行ったこともな
く，どちらかと言えば内向きな（若い人の間では
ドメドメというらしいですね）人間でしたが，
JDIAPの活動をとおして少しですが外の世界にも
目が向くようになりました．これからは会員の皆
様が病理の勉強や内外の病理医との交流を通じて
有意義な体験ができるよう，お手伝いしたいと思
います．どうぞよろしくお願い申し上げます．
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2026	IAP	Fukuoka	Congress：
日本政府観光局からの「国際会議誘致・
開催貢献賞」を受賞

会長　小田義直

この度，2026 IAP Fukuoka Congressの福岡へ
の誘致によって日本政府観光局（JNTO）から国
際会議誘致・開催貢献賞を受賞し， 2 月18日に
オンラインでの表彰式が開催され出席しました．
この賞は2008年より実施しており，本年で14年
目だそうで，その目的は「“先進性”，“独創性”
を含んだ企画力や “地域貢献等を含んだレガシー”
に優れている会議など，今後のベストプラクティ
スとなる国際会議の優れた事例を表彰し，会議主

催者や一般の方に理解促進を図る」ということだ
そうです．対象としては参加者総数が50名以上
で，かつ参加者の国籍が日本を含む 3 か国以上
の2020年 4 月 1 日～2021年 3 月31日に誘致決定
した国際会議となっています．応募が何件あった
のかはわかりませんが，福岡コンベンション
ビューローの有高さんに応募を勧められ，応募書
類もほとんど作成してもらいましたところ，めで
たく受賞することができました．本来ならば東京
のJNTO本部で表彰式があるということでその心
構えでしたが，新型コロナ感染の第 6 波が猛威
を奮っている最中になりましたので，オンライン
開催となりました．JDIAP誘致の福岡チームが代
表させていただき小田と福岡コンベンション

オンライン開催された授賞式の参加者一同（左上：小田会長、中央下：魚返・合野・有高氏）

JNTOから授与された表彰状（左）と受賞の盾（右）
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ビューローの有高さん，合野さん（現在は出世し
て福岡国際水泳実行委員会の責任者です）と
JDIAP福岡事務局の秘書であった魚返さんがオン
ラインで出席させていただきました．モニター越
しに理事長の清野智様から表彰状とトロフィーを
小田に手渡していただきました（写真）．受賞し
たのはJDIAPを含めて以下の 3 学会となります．

1  ．2024 IEEE ロボット工学とオートメーショ
ンに関する国際会議 5,000人 2024年，神奈
川県横浜市

2  ．第27回国際昆虫学会議 3,000人 2024年，
京都府京都市

3  ．第36回国際病理アカデミー国際会議 3,000
人 2026年，福岡県福岡市

他の 2 学会は国内の関係学会が一丸となって
結束し誘致に成功したとか，英語のプレゼンに自
信を持って望めたこと，などが受賞理由でしたが，
IAP Congressの場合は過去の誘致失敗を糧にし
て誘致に成功したことが高く評価されました．具
体 的 に は「 主 催 団 体（JDIAP）， 大 学， 地 域，
JNTOの 4 者が一体となり，敗退を糧に再チャレ
ンジし開催地である九州を盛り上げた好事例．過
去に誘致失敗した経験をもとにビッドペーパー等
の改善を重ね，ロビー活動の重要性を見直し長期
に亘る情報収集ときめ細やかで国際メンバーへの
働きかけの結果，誘致成功にこぎつけた点が評価
された．」ということだそうです．

今回の受賞は継続的な誘致活動時に会長であっ
た加藤先生ならびに吉野先生，清川副理事長およ
び東京事務局の松原先生をはじめとしたJDIAP誘
致チームの諸先生方，JNTOの川崎部長およびス
タッフの皆様，福岡コンベンションビューローの
有高さんと合野さんなど多くの方々のご支援，ご
協力の賜物と思っております．ここに厚くお礼申
し上げます．

第111回病理学会総会コンパニオン
ミーティング（IAP日本支部主催）の
お知らせ

テーマ：頭頸部病理ふぁんだめんたる講座�

日時：令和 4 年 4 月14日（木）18：50～20：20
会場：神戸国際会議場 5 F 501
オーガナイザー：
　　松原　修
　　（ 平塚共済病院／がん研・IAP日本支部東京

事務局長）
　　小田義直
　　（ 九州大学大学院医学研究院形態機能
　　　病理学・IAP日本支部会長）
プログラム：
1 ．頭頸部腫瘍と非腫瘍性疾患診断の解説
　　湊　　宏
　　（ 石川県立中央病院病理診断科・IAP日本
　　　支部理事）
2 ．甲状腺腫瘍診断の解説
　　近藤哲夫
　　（ 山梨大学医学部人体病理学・IAP日本支部

理事）
3 ．IAP日本支部の紹介
　　小田義直
　　（ 九州大学大学院医学研究院形態機能
　　　病理学・IAP日本支部会長）
備考：収容定員は196席ですが，新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の観点から座席数が減少する場
合がありますので，ご理解とご協力をお願い致し
ます．on siteとwebでの開催を目指しますが，ま
だはっきりしません．軽食を準備したいとも思っ
ていますが，これも今のところはっきりしません．

2022年ふぁんだめんたる講習会の開
催について

副会長　清川貴子，東京事務局　松原　修

1 ．外科病理診断講習会の部
開催形式：WEB開催，on demand形式
視聴期間： 2022年 6 月16日（木）から
 6 月29日（水）
2 ．病理解剖診断講習会の部
開催形式：資料の発送およびEmailによる

参加申し込み（上記 1 ， 2 それぞれの申し込
みが必要です）：2022年 6 月 1 日（水）から 6 月
28日（火），IAP日本支部ホームページから

詳細は 4 月以降にIAP日本支部ホームページを
ご覧ください．

病理学教育セミナーのお知らせ
教育委員長　羽賀博典

病理診断講習会，スライドセミナーとも，すべ
てのプログラムをオンデマンドのWeb配信形式
で開催いたします．現地での開催は行いません．
スライドセミナーは 3 コースまで受講できます．
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ハンドアウトは受講者がPDFファイルをダウン
ロードする形式になります．事前の郵送物はあり
ません．

視聴期間：2022年11月頃から12月頃を予定

参加方法：病理診断講習会，スライドセミナーと
も，申し込みはオンライン登録，受講料支払いは
クレジットカード決済となります．視聴には事前
の申し込みと受講料の支払を完了している必要が
あります．これ以外の方法での申し込み・支払い
は受け付けませんのでご注意ください．申し込み
受付等の詳細は 8 月中にIAP日本支部ホームページ

https://www.iapjapan.orgに掲載予定です．

1 ．病理診断講習会
テーマ：「原発不明がん」
コーディネーター：都築豊徳（ 愛知医科大学病院

病理診断科）
　　　　　　　　　羽賀博典（ 京都大学医学部
　　　　　　　　　　　　　　附属病院病理
　　　　　　　　　　　　　　診断科）
＊演者は次回のNews Bulletinに掲載予定です．

2 ．スライドセミナー
NEW! 脳腫瘍の病理
 横尾英明（群馬大学大学院医学系研究科 
 　　　　　病態病理学）
  ☆　 甲状腺腫瘍
 近藤哲夫（山梨大学大学院総合研究部
 　　　　　医学域 人体病理学）
  ☆　　 リンパ腫−節外性
 田中健大（岡山大学大学院医歯薬学
 　　　　　総合研究科 病理学）
  ☆　　 胸膜，腹膜病変
 鍋島一樹（福岡大学医学部 病理学講座・
 　　　　　病理部／病理診断科）
  ◉　　 食道胃接合部・胃・十二指腸の病理
 河内　洋（がん研究会有明病院 臨床
 　　　　　病理センター病理部）
  ◉　　 乳腺の病理
 森谷鈴子（滋賀医科大学附属病院 病理部）
  ◉　　 肝の病理（非腫瘍および腫瘍）
 原田憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系 
 　　　　　人体病理）
  ◉ 膵の病理（非腫瘍および腫瘍）
 能登原憲司（倉敷中央病院 病理診断科）

追悼　下里幸雄先生を偲んで

下里幸雄先生が去年の10月22日にご逝去され
ました．国内，国外の病理学会でご活躍，ご業績
は群を抜くものであり，我々にも多大なことを教
えて下さり，我々を導いていただいたとの感謝の
気持ちと残念な気持ちがいっぱいです．下里先生
はJDIAPに対しては肺癌，縦隔腫瘍についての教
育シンポジウムの講演，スライドセミナーで貢献
されました．Silverberg病理診断教育賞を受賞さ
れ，名誉会員でもいらっしゃいました．下里先生
に深い関係のあった野口先生，松野先生，谷田部
先生，亀谷先生，中島先生，日本病理学会の運営
を共にされた町並先生から，追悼の言葉を頂き，
ここに掲載いたします．会員ともどもご冥福をお
祈りしたいと思います． 松原　修

Dr.	Yukio	Shimosato,
Pioneer	of	Lung	Cancer	
Pathology,	Dies	at	90

Masayuki�Noguchi,�
Department�of�
Pathology,�Faculty�of�
Medicine,�University�of�
Tsukuba

Yoshihiro�Matuno,�Department�of�Surgical�
Pathology,�Hokkaido�University�Hospital

Yasushi�Yatabe,�Department�of�Diagnostic�
Pathology,�National�Cancer�Center�Hospital

Dr. Yukio Shimosato, a pioneer in the field of 
lung cancer pathology, passed away on October 
22, 2021, at the age of 90. Dr. Shimosato served 
as chairperson at the Department of Pathology, 
National Cancer Center Tokyo, from 1980 to 
2010. He was one of the leaders in formulation 
of lung cancer classification standards, as 
shown in the photograph of the WHO Expert 
Committee on Lung Cancer taken in Geneva, 
Switzerland, on October 24, 1977, after which 
his contributions continued, including the 2001 
WHO c lass i f i ca t ion  o f  lung  cancer.  Dr. 
Shimosato was also involved in establishing the 
Pathology Committee of the IASLC and an 
original panel member together with Drs. Mary 
J. Matthews, Fred R. Hirsch, Adi Gazdar, and 
Raymond Yesner. He served as a panel member 

 NEW! 今年から始まるコース
   ☆ 来年まで行われる予定のコース
   ◉ 今年で終了するコース
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from 1983 to 1998 and also participated in 
publication of the third edition of the WHO 
classification of lung cancer. At the 7 th World 
L u n g  C a n c e r  C o n f e r e n c e  i n  1 9 9 4 ,  D r. 
Shimosato received a Merit Award for his 
lifelong dedication to lung cancer research.

Until  retirement from his wide-ranging 
academic activities, Dr. Shimosato published 
more than 300 articles, book chapters, and 
commentar ies ,  the  majo r  o f  wh ich  a re 
summarized following. Along with outstanding 
academic achievements, Dr. Shimosato also 
provided tutelage for a large number of 
pathologists, surgeons, and oncologists in 
Japan, including Drs. Tsuguo Naruke, Ryosuke 
Tsuchiya, Tetsuro Kodama, Masayuki Noguchi, 
Akihiko Genma, Hisao Asamura, and Yoshihiro 
Matsuno. In addition, his approach to thoracic 
pathology has had great influence on many 
researchers.

One of his early achievements was his work 
with bronchoscopy. In 1996, Dr. Shigeto Ikeda, 
a Japanese pulmonary oncologist, developed a 
flexible bronchoscope. This advancement 
allowed Dr. Ikeda and Dr. Shimosato, as well as 
other bronchoscopists in Japan to examine a 
series of hilar-type squamous cell carcinoma 
specimens. Based on those findings, Dr. 
Shimosato histologically classified the hilar 

lesions and proposed the concept of dysplasia-
carcinoma sequence.

Dr. Shimosato also published an article 
presenting a dissenting opinion regarding “scar 
cancer” （Narbenkrebs）, i.e., that tumors arise 
from fibrotic scars remaining after healing of 
some inflammatory lesions. The scar cancer 
concept had been accepted days, while his 
report at the beginning of the 1970s led to a 
paradigm shift. Dr. Mei Suzuki, supervised by 
Dr.  Shimosato,  analyzed 58 lung cancer 
specimens each with a diameter of less than 3  
cm and found that such dense scars were 
formed dur ing  the  course  of  mal ignant 
progression and not premalignant lesions of 

World�Health�Organization�Expert�Committee�on�Lung�Cancer,�Geneva,�
Switzerland,�October�24,�1977:�standing�（right�to�left）:�Raymond�Yesner,�Chairman�
（USA）;�Dr.�Wong�（WHO）;�Roger�Seal�（Wales）;�WHO�Representative;�Herbert�
Spencer,�MD�（England）;�Leslie�Sobin�（WHO）,�Leiv�Kreyberg�（Norway）;�Yukio�
Shimosato�（Japan）;�P.�Mirejovsky�（Czechoslovakia）;�E.�Chaves�（Brazil）;�J.�Chretien�
（France）;�and�K.�Shanmugaratnam�（Singapore）.�Seated�（right�to�left）:�Dr.�Sobin’s�
secretary;�L.�G.�Olchovskaya�（USSR）;�Mary�Matthews�（USA）;�L.�Hochholzer�（USA）;�
and�O.�Campobasso�（Italy）.

Dr.�Yukio�Shimosato�and�his�wife,�Kazuko,�at�
his�retirement�celebration�on�March�15,�1996.
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peripheral lung adenocarcinoma. He also 
observed that more dense scarring indicated a 
more aggressive type of lung adenocarcinoma 
associated with an unfavorable prognosis. It 
was concluded that such scarring in lung 
adenocarcinoma was formed as a consequence 
of a biological reaction with the host during 

tumor development. Publication of this article 
led to widespread acceptance of cancer-
associated scarring among many pathologists.

Dr.  Shimosato was deeply  involved in 
establishing the 1997 as well as the 2004 WHO 
classification of lung cancer, though also 
proposed his own classif ication for lung 
adenocarcinoma. That classification was 
unique, as it focused on cancer cell type by 
dividing adenocarcinomas into five subtypes; 

Slide�from�a�lecture,�entitled�“Morphogenesis�
of�lung�adenocarcinoma;�What�Dr.�Shimosato’s�
pathology�led�us”,�by�Yoshihiro�Matsuno,�
Hokkaido�University,�presented�at�Learning�
Expertise�in�Thoracic�Surgery�2021,�held�in�
Tokyo�on�Sep�23,�2021.

Photo�taken�at�farewell�party�for�Dr.�Melissa�
Upton,�who�was�a�member�of�Dr.�Shimosato’s�
lab�at�the�National�Cancer�Center�Research�
Institute,�Tokyo.�Left,�Dr.�Shimosato;�center,�Dr.�
Upton;�and�right,�Dr.�Hirohashi.

2004�World�Health�Organization�Writing�Committee,�Lyon,�March,�2004:�left�to�right:�back�
row:�Keith�Kerr,�Henry�Tazelaar,�Robert�Loire,�Alan�Burke,�David�Dail,�Elisabeth�Brambilla,�
Allen�Gibbs,�Francoise�Galateau-Salle,�Francoise�Bijuit-Thivolet,�Paul�Kleihues,�Mojgan�
Devouassoux-Shisheboran,�Michael�O.�Kurrer,�Peter�Möller,�Bryan�Corrin,�and�Andrew�
Nicholson;�middle�row:�Victor�Roggli,�Andrew�Churg,�Alex�Marx,�Fabio�Menestrina,�Masayuki�
Noguchi,�Douglas�Flieder,�Adi�Gazdar,�Philip�Haseltion,�Konrad�Muller-Hermelink,�and�Thomas�
Colby.�Front�row:�Wilbur�Franklin,�Leslie�Sobin,�Yukio�Shimosato,�Nancy�Harris,�Tseng-tong�
Kuo,�Philip�Cagle,�Fred�Hirsch,�and�William�Travis.�
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bronchial surface epithelium, bronchial gland, 
goblet cell, club cell, and type II pneumocyte. 
T h i s  c l a s s i f i c a t i o n  b a s e d  o n  c e l l u l a r 
characteristics is partially reflected in the 
molecular subtypes proposed by the TCGA 
project and also influenced the concept of the 
two-compartment model by Adi F. Gazdar, a 
giant in the field of molecular pathology, who 
passed away in 2019.

The d ist inguished oncologist  and the 
president of Japanese Society of Lung Cancer, 
Akihiko Gemma, and surgeon, Hisao Asamura, 
who were supervised by Dr. Shimosato, sent 
the following as a message of condolence.

Footprints	left	by	Prof.	Shimosato
Akihiko�Gemma

President�of�Japanese�Society�of�Lung�Cancer
President�of�Nippon�Medical�School

I was in sorrow when I heard that Professor 
Shimosato had passed away. As president of 
the Japanese Society of Lung Cancer, I would 
like to express my gratitude and condolences 
on behalf  of  the organizat ion.  I t  is  a lso 
impor tant  to  remember  the  s ign i f i cant 
footprints left by Prof. Shimosato, such as cell 
type classification of lung adenocarcinoma and 
characteristics of thymic tumors, along with 
others. When I was in my 20s, I studied at the 
Pathology Division of the National Cancer 
Center Research Institute and was directly 
supervised by Prof. Shimosato for two years as 
I studied lung cancer pathology.

At that time, Dr. Shimosato’ s academic rigor 
and enthusiasm for lung cancer research were 
admirable, and he had great influence on my 
later career. He was keenly aware of the 
essence of lung cancer research and never 
compromised his investigative approach. I also 
spent  t ime wi th  Dr.  Masayuk i  Noguch i 

（currently a professor at Tsukuba University） 
and Dr.  Yoshihiro Matsuno （presently a 
professor at Hokkaido University）. Looking 
back, I realize how precious the time spent with 
them was, not only talking about research but 
also many other things outside of work. One of 
my most memorable moments was when I 
asked Dr. Shimosato about the relationship 

between morphology and genetics. His answer 
w a s  a w e - i n s p i r i n g  a n d  b e y o n d  m y 
expecta t ions .  He  taught  me  about  the 
pathology and how important it is to make a 
diagnosis of lung cancer. I believe that those 
experiences at National Cancer Center were my 
first steps in lung cancer research and Dr. 
Shimosato was the person who guided me into 
my career as a lung cancer researcher.

The	Most	Important	Part	of	My	Studying	
at	the	National	Cancer	Center:	“The	
Morphogenesis	of	Lung	Cancer,	by	Dr.	
Yukio	Shimosato”

Hisao�Asamura
Professor�of�Surgery,�Keio�University�School�

of�Medicine

Despite my surgical specialty, I have learned 
quite a lot from Dr. Yukio Shimosato throughout 
my career at the National Cancer Center, which 
provided a fundamental core for my study of 
lung cancer. My Ph.D. thesis was regarding 
histological features and the association with 
nuclear DNA content, and conducted under his 
mentorship. I believe that the most outstanding 
a c h i e v e m e n t  o f  D r .  S h i m o s a t o  w a s 
demonstrat ion of  the morphogenesis of 
peripheral adenocarcinoma. Furthermore, his 
contributions continue to be accessed during 
daily clinical practice for surgery, radiology, and 
medical oncology procedures. Indeed, based on 
his valuable influence to our understanding of 
lung adenocarcinoma pathology, diagnostic 
radiologists are now able to critically interpret 

Dr.�Yukio�Shimosato�with�secretaries�in�his�
office.
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CT images as peripheral convergence or central 
f ibrosis. Surgeons as well are quite well 
informed as to the extent of disease in patients 
with lung parenchyma adenocarcinomas for 
determining a safe surgical margin while 
dividing the lung for tumor resection. Even now, 
I frequently think of Dr. Shimosato’ s words that 
were spoken when I, as a resident, viewed 
microscopic images together. I wish to express 
my sincere gratitude to him from the bottom of 
my heart.

下里幸雄先生との出会い
静岡県立静岡がんセンター・参与　亀谷　徹

下里先生と小生は六つちがいだと思います．当
時，大学紛争のほとぼりがまださめやらず，小生
がアメリカから慶応に戻っても，教授会打倒など
と柄にあわないことをやっているところ，築地の
国立がんセンター（国がん）から先輩らしい下里
先生が人さがしに慶応に足をはこばれたのを憶え
ています．何でもよいから国がんに来ないかとお
さそいがかかり，自分の部屋に一人でもよいから
病理医が欲しい，肺がん関係と頭頸部腫瘍，皮膚
がん（主としてメラノーマ）の生検と手術例を見
られればそれでよいということで，うっかり誘い
に乗ってしまいました．アメリカ帰りの下里先生
とは当時も “とてもこわい病理の人” ということ
になっていたこととも知らず，足掛け10年国立
がんセンターで過ごしてしまいました．当時新し
かった “国がん” もようやく軌道にのりはじめた
ようで，肺がん手術例がうなぎのぼりに増えはじ
め，たちまち，全国で一番肺がん例の多い施設と

なり，非常に活気あふれる部屋となって来ました．
下里先生も本格的に肺がんに打ち込むようになっ
たのは国がんに来られてからと思います．肺がん
の病理研修を希望しない小生が内分泌病理（丁度
その頃免疫組織化学が病理にとり入れられるよう
になって来た時期です）にかまけているのも申し
訳ない事でしたが，下里先生は寛大にもその状況
を認めて下さり，あしかけ10年在籍のうちに，
50篇以上の論文が書けたのも，この時期の「国
がんの下里先生」の雰囲気のおかげだと思ってい
ます．本来の肺がんの病理については，下にもか
かげた優秀なメンバーの研鑽に先がけ，下里先生
の豊かな発想と馬力によって，肺がん発生の開明
の先端を行くような業績が出るようになり，特に
肺腺がんの発生や中心性瘢痕の病因論について
は，米国はじめ世界の追随を許さず，臨床に直結
した業績をあげられ，その后の10年間の世界肺
がん学会をリードし，IAPでも幾多の基調講演が
行われ，我々一同も誇りに思ったものです．下里
先生は，十分すぎる程，本当のお仕事をされまし
た．小生が国がんに10年いる間に，次から次へ
と児玉哲郎君（広島大から），中島　孝君（群馬
大から），広橋説雄君（慶応大から，残念なこと
に早世してしまいましたが），森永正二郎君（東
北大から）等々，やつぎばやに多彩且つ優秀な人
材が「下里研」へ集まって来ました．私が10年
でいなくなってからすぐだったと思いますが，野
口雅之君（筑波大から），松野吉宏君（北大から）
も来ました．野口君は下里先生の後継者のごとき
存在であると思われます．

下里先生との10年間
静岡県立静岡がんセンター病理診断科　中島　孝

私が下里先生と築地の国立がんセンター病理部
で一緒に過ごしたのは，1978年（昭和53年）か
ら1988年（昭和63年）までの10年間であった．
私が研究員として採用された当時は，それまでの
渡辺（漸）部長，佐野，大星，下里，山田各室長
の時代が終わり，下里先生が部長になって間もな
い頃であった．室長は廣田，渡辺（昌），亀谷，
宮本の各先生に全て代わっていた．その頃の病理
部の建物は老朽化した 3 階建ての建物の 1 階に
あり，廊下は歩くと木造の床がふわふわと揺れる
状態で，部屋には大星先生の神棚が残っていたの
を覚えている．これが，日本のNCIか，と日米の
差に愕然としたことを覚えている．しかし， 1
年も経たないうちに，新しい研究所の建物が完成
し，快適な研究所での生活が始まった．新しい研

At�the�NCI�sponsored�symposium�on�small�
sized�lung�cancer�in�Washington�DC,�2002.�
Left�Dr.�Yukio�Shimosato;�right�Dr.�Hisao�
Asamura
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究所には下里先生の病理部長室とともに，第二組
織病理，第三組織病理，実験病理の各部屋ができ
たが，第一組織病理と臨床病理は研究所ではなく，
病院内に部屋があり，以前の病理部体制の名残を
引きずっていた．

病理部長となった下里先生は，当時40歳代後
半であり，人生のなかで知力，気力，体力ともに，
最も充実していたと思われる．下里先生から受け
継いだアメリカ仕込みの病理診断は既にスタッフ
全員に浸透し，新入りの私は下里先生から直接病
理診断の手ほどきを受けた記憶はほとんどない．
唯一，下里先生から直接指導を受けたのは病理解
剖であった．私が大学で習得した解剖は，各臓器
を個々に取り出すVirchow法であったが，下里先
生に教えていただいた解剖は，私が全く知らな
かったRokitansky法であった．Rokitansky法の
解剖時間の短さや臓器の連続性を系統的に観察で
きることは驚きであり，すぐにこの解剖法を会得
した．当時，下里先生は「俺の解剖は早い」と自
慢していたが，この解剖法に慣れるにつれ，下里
先生の自慢に疑問を持つようになった．しかし，
その頃には部長が解剖することはなくなってい
た．

下里先生はその風貌からレジデントや研修医か
ら恐れられていたのは事実であった．知らない人
が見ると，小太りで日本人離れした顔立ちは，中
南米から来たようにみえる．しかも，朝から午前
中の機嫌の悪さは有名であった．「お願い事や頼
み事は午前中にはするな」というのは，皆承知し
ていて，なるべく午前中の接触は避けていたよう
に思う．このことを知らない研修医が午前中に会
いに行って，怒られて帰ってくることがしばしば
あった．いつも午前中は部長室でデスクワークを
していたが，午後，自分の仕事が終わると，病院
の診断室や研究所の各部屋を見て回るのが常で
あった．夕方になると，自分の部屋かカンファラ
ンスで酒を飲み始め，誰も相手をしないと，少し
飲んで，そのまま帰宅した．しかし，カンファラ
ンス室で飲み始めると，レジデントや研修医等が
集まって来ることがあり，飲み会が始まる．この
時の下里先生は満面の笑みを浮かべ，午前中の機
嫌の悪さなどはどこ吹く風であった．今まで飲ん
だことのない酒がどんどん出てくる．どんな話を
していたのかというと，酒を飲んで聞いていたの
で，あまり覚えていないが，上海で生まれたこと，
慶応大学時代にいかさま麻雀で金を稼いだこと，
その手口を事細かに話していたのは覚えている．
そして，挙句の果てには，皆を引き連れて「外に
行こう」となる．

がんセンターの近くにあった東急ホテルの裏に

小料理屋があり，そこが下里先生の馴染みの店で
あった．馴染みの店はほかにもあり，新宿などに
も連れて行っていただいた．外に行って飲んだ時
の武勇伝は，数えきれない．飲みすぎて，荻窪の
マンションまで連れて行ってもらったが，自宅に
たどり着けず，エレベーターの前で，朝まで寝て
いたという話，タクシーで家に帰る途中の高速道
路で，尿意を催し，タクシーを無理遣り止めて用
を足したこと，新宿で止まっている車をたたいて
歩き，喧嘩になりそうになったことなど，よく無
事で過ごしてこられたものと思う．この様に酒を
飲んでも，元気なのはすぐれた体力の持ち主だっ
たのではないかと思われる．私はよく風邪を引い
たが，下里先生は風邪とは無縁の人であり，病気
で仕事を休んだということも記憶にない．一度，

「風邪を引いたかな」と呟いたことがあったが，
次の日，「酒を飲んだら治った」という始末．

酒に関する話はまだまだある．下里先生と私は
いつも平穏な生活をしていたとは言えない．原因
は忘れたが，お互い口も聴かず，目も合わせない
こともあった．しかし，1 週間後，「今夜飲むか？」
と言う誘いで，全てが元通りになった．ある時，
下里先生に声をかけないで，第 3 病理の部屋で
飲み会をすることが時々あった．これを面白くな
いと思った下里先生は「カンファランス室以外で
の飲酒を禁ずる」との禁止令を出したが，私達は
これを無視し，部屋での飲み会を続けた．すると，
下里先生は怒るどころか，「おう，やっているか！」
と言って，自ら飲み会に加わってくるので，結局，
カンファランス室での飲み会に戻ってしまった．
研究所の病理部では，酒は人間関係の潤滑油で
あった．

このように酒も沢山飲んだが，先生は肺癌に関
する論文も沢山書いた．それだけではなく，私達
の論文の校正もすぐに行い，的確な助言を下さっ
た．自分の仕事と病理部長としての仕事を両立さ
せ，昭和58年（1983年）には，大阪の病理学会で，

「肺癌，その組織発生，分化，予後因子について」
と題する宿題報告を行い，病理学会では肺癌病理
研究の第一人者としての地位を確立した．大学で
は教授が宿題報告をするとなると，教室員全員が
参加して行うものと，私は考えていたが，下里先
生の宿題報告は，これまで行ってきた肺癌診断病
理の集大成であり，宿題報告のために新しい研究
を行うことはなかった．下里先生は，自らスライ
ドを作り，この宿題報告を普通の病理学会の発表
のように行った．よく，考えてみると，私が宿題
報告のために，下里先生のお手伝いをした記憶は
ほとんどないが，肺病理を担当していた先生方は
関与していたのも知れない．
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若い時から，酒を飲みつつ，知力，気力，体力
を十分に使い果たして，定年後に下里先生は前立
腺癌を患った．「こんなに悪性度の高い前立腺癌
は見たことがない」と言いながらもこれを克服し，
その後，軽い脳梗塞にも見舞われた．その頃から
酒を飲むこともなく，気力もだんだん失われ，自
宅での療養生活も困難になり，2019年からは南
伊豆町にある杉並区の連携施設であるエクレシア
南伊豆に入所された．2019年の11月にお見舞い
に伺った時点では，大変元気で，喜んで下さった．
その後，コロナ禍となり，お見舞いも困難になり，
2021年10月22日，90歳で永眠された．下里先生
が，酒を飲みながら，病理学の分野で多大の功績
を残され，90歳の人生を全うされたことに拍手
を送りたい．

下里幸雄先生の思い出
河北総合病院病理診断科　町並陸生

下里幸雄先生は日本病理学会編集幹事として日
本病理学会の運営に多大な御尽力をなさった方で
ある，との強い印象を私どもの世代の誰もが等し
く抱いていると思います．

下里幸雄先生の御逝去から早くも数か月が過
ぎ，日本病理学会幹事を下里先生とご一緒に務め
た一人として，先生のおいでにならない寂しさを
感じます．

下里先生は1987年度から1994年度まで 8 年間
にわたり編集幹事をお務めになりました．当時の
日本病理学会は評議員会での選挙で選ばれた総務
幹事，会計幹事及び編集幹事の 3 幹事により運
営が行われておりました．幹事としては 2 年先
輩の下里先生とご一緒に 6 年間，会計幹事の細

田泰弘先生と共に，私も総務幹事を務めさせて頂
きました．幹事会は国立がんセンター，慶応義塾
大学及び東京大学で，持ち回りで月 1 回開かれ
ておりました．

幹事会の最も重要な議題は日本病理学会の法人
化で，この様な問題に疎い私には本当に法人化が
必要なのかどうか，判断がつきませんでしたが，
幹事会での討議により私も法人化は日本病理学会
の将来にとってどうしても必要であるとの考えが
固まりました．幹事会において下里先生は，種々
の問題に対して真正面から毅然とした態度で対応
され，お考えを率直に述べられ，また，他人の自
由な発言に耳を傾けられ，それに対して素直に発
言されましたので，幹事会は活発で面白く楽しい
一時でした．私個人としては 3 人の幹事の間の
信頼関係が揺らぐことが一度もなかったことを誇
りに思う気持ちに今でも変わりはなく，下里先生
に感謝の念を禁じ得ません．

下里先生は編集幹事として時代を変える大きな
お仕事をされました．長年続いてきた日本病理学
会の英文誌Acta Pathologica JaponicaをPathology 
Internationalに変更し，出版社をオーストラリア
のBlackwellに，学会抄録誌は従来通り笹氣出版
とされたこと，また，日本病理学会の正式英文名
をJapanese Society of Pathologyとされたこと，
があります．

下里先生の日本病理学会に対する御尽力に感謝
し，また，個人的にも先生の御指導を衷心から感
謝申し上げます．

IAP	central-Social	Media⼩委員会の
報告

広報委員会　近藤哲夫

Social Networking Service （SNS. Social 
media, Social Networkともいう）は個人がWEB
上での人間関係，社会関係を構築できる多方向性
のコミュニケーションサービスです．個人の意見
や写真を瞬時に世界に発信でき，また受信するこ
とができるため，人と人のつながりを促進するコ
ミュニケーション技術として広く利用されるよう
になりました．近年では個人の利用に留まらず，
各国の政府機関や企業など多様な分野での広報活
動にSNSが利用されています．学術団体，学術雑
誌の領域においてもSNSを通じた情報発信が盛ん
となってきました．IAP本部はSNSの 1 つである
Twitterを通じて世界中の病理医，関連する専門
家，団体に情報を発信し，病理医のコミュニティ
形成を促進するともに，専門領域を相互に発展さ

（写真）下里先生との最後の会合（左から，児玉，
亀谷，下里，中島，森永の各先生．この時すでに軽
い脳梗塞を患っていたが，会話等のコミュニケー
ションには問題はなかった．
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せていく方向性を打ち出しました．以下にIAPに
関連する団体，学術雑誌のTwitterアカウントを
いくつか紹介いたしますので，IAP会員の中で
Twitter利用者がいらっしゃいましたら是非，覗
いてみてください．

IAP本部：@IAPCentral
USCAP（北米支部）：@TheUSCAP
英国支部：@BritishDivIAP
香港支部：@HongKongIAP
オーストラリア支部：@IAP_AUS
Modern Pathology：@ModernPathology
Laboratory Investigation：@LIjournal
Histopathology：@Histo_Journal
Journal of Pathology：@JPathology

現在のところIAP日本支部は公式なSNSアカウ
ントをもっておりません．SNSを用いた日本支部
の情報発信，広報活動については課題としていき
たいと思います．情報発信の内容などについては
会員皆様のお声を寄せていただければ幸いです．
写真は2021年12月18日 6 時（GMT）に開催され
たIAP本部Social media小委員会のWEB会議風景
です．

2022年第 1回理事会

日　時： 2022年 2 月 1 日（火）
　　　　16：00～17：00，Web会議
出席者： 長村，小田，加藤，清川，九嶋，近藤，

都築，長尾，羽賀，原田，久岡，松原，湊，
柳井，吉野，玉野（金沢事務局），鈴木（名
古屋事務局）

欠席者：長嶋，森谷，大塚（東京事務局）

確認と審議事項
1 ．2022年の理事役員…新理事 2 名が紹介され

た．
　　金沢事務局開設の紹介があった．
2 ．COI委員会の新設

委員長に小田義直会長，委員に清川貴子副会
長，原田憲一常任幹事，羽賀博典教育委員長が
就任した．

役員，委員，講師らはCOIを申告し，事務局
が一定期間保管管理することが承認された．

3 ．2022年の事業に関すること
・ Austrian DivisionとのSpring合同カンファレン

ス … 3 月11日（ 金 ）‐12日（ 土 ），Vienna, 
Austria→ 1 年延期の方向で調整済み．

・ 第111回USCAP Annual Meeting… 3 月19日
（土）‐24日（木）　ハイブリッド開催

・ 第111回病理学会総会コンパニオンミーティン
グ… 4 月14日（木）18：50～20：20

IAP本部Social�Media小委員会
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・第34回IAP Congress
　　Virtual dates： 10月11日（火）‐13日（木）
　　In-person dates： 10月14日（金）‐15日（土）
　　 Event Venue： International Convention 

Centre, Sydney, Australia
　Sydney IAP Congressか らBursaryの 要 請 が
あり，JDIAPとして3,000USDの寄付をするこ
とが承認された．

・ 第 6 回ふぁんだめんたる病理診断講習会−外
科病理診断講習会の部

視聴期間 6 月16日から 6 月29日；視聴申し
込み 6 月 1 日から 6 月28日

オンライン開催とし，講演内容については検
討中である．

・ 日韓，日台との交流，APIAP支部との協力など
の審議…すべて中止する．

・ 第62回病理学教育セミナー　　テーマ「原発
不明癌」で11月頃開催予定である．

4 ．News Bulletinの改訂について（体裁の変更）
デザインの変更案が提示され，承認された．

5 ．2026 Fukuoka IAP Congressの進捗状況
4 月19日（火）‐20日（水）でIAP centralか

らのsite visitを予定，IAP centralから 4 名が参
加する（その後， 9 月19日から26日の週で調
整中）．

報告事項
1 ．2021年事業報告
・ 2021年教育セミナー（オンデマンド配信）に

ついての報告
・第61回総会についての報告
・60周年記念事業

News Bulletin特集号として発刊された．
https://www.iapjapan.org/news/pdf/60th_

anniversary.pdf
60周年記念特別賞を28名が受賞された．

・News Bulletin 2021 No.4発刊
https://www.iapjapan.org/news/pdf/21-

4 NewsBulletin.pdf
2 ．庶務報告および会員関係

物故者 3 名（下里幸雄先生，小西二三男先生，
春日　孟先生）の功績をたたえ，黙祷を行った．

3 ．病理学会国際交流委員会メンバー
日本病理学会国際交流委員会の構成委員につ

いて，JDIAPから清川貴子副会長，原田憲一常
任幹事の 2 名を推薦する．

4 ．国際文献社への事務局移管の状況
2021年 5 月頃より事務局機能を国際文献社

へ業務委託を開始．契約内容は，基本業務，会

員管理業務，会計業務，庶務業務，総会・理事
会準備，発送手数料，保管料，学会HP運用・
更新費，USCAP journal購読対応，理事選挙シ
ステム，総会・議決システムなどである．

Upcoming	Meetings

第111回USCAP	Annual	Meeting
日時：2022年 3 月19日（土）～24日（木）
場所： Los Angeles Convention Center and JW 

Marriott LA Live, Los Angeles, CA, USA
ホームページ：
　　　 https ://uscap .org/uscap-annual-

meeting/
＊ ハイブリッド形式での開催（詳しくは上記HP

でご確認ください）
　恒例のJapan Nightはございません．

第111回病理学会総会コンパニオンミーティ
ング
日時：2022年 4 月14日（木） 18:50～20:20
会場：神戸国際会議場
テーマ タイトル：頭頚部病理ふぁんだめんたる講

座
＊ 演者・内容等は本文中での関連記事をご覧くだ

さい。

第 6回ふぁんだめんたる病理診断講習会
－外科病理診断講習会の部
視聴期間：2022年 6 月16日から 6 月29日
視聴申し込み：2022年 6 月 1 日から 6 月28日
－病理解剖診断講習会の部
＊詳細は本文中での関連記事をご覧ください．

第34回IAP	Congress
Virtual dates：2022年10月11日（火）−13日（木）
In-person dates：2022年10月14日（金）–15日（土）
Event Venue：International Convention Centre, 

Sydney, Australia
ホームページ：https://iap2022.com/

2022年度	IAP日本支部病理学教育セミナー	
＆	第62回	IAP日本支部総会
2022年11月頃開催予定
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第112回USCAP	Annual	meeting
日時：2023年 3 月11日（土）～16日（木）
場所： New Orleans Convention Center and 

Marriott New Orleans Downtown New 
Orleans, LA, USA

ホームページ：
　　　 https://uscap.org/uscap-annual-meeting/

APIAP,	12th	Congress
日時：

〈オンデマンド〉2023年 6 月 7 日 以降10日間
〈ライブ（Q&A）〉2023年 6 月17日（土）～18日（日）
場所：Penang, Malaysia 
ホームページ：
　　　https://www.iapmd.net/apiap2023.html

IAP,	the	35th	International	Congress
日時：2024年10月26日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico

IAP,	the	36th	International	Congress
日時：2026年
場所：福岡市
大会長： 小田義直（九州大学大学院形態機能
　　　　病理学）

事務局よりお知らせ

・ 2022年の会費請求書を昨年末にお送りしてい
ます．まだ支払いがお済みでない会員は手続き
をお願いします．なお名誉会員，シニア会員の
方は会費免除のため請求はありません．

・ 会員情報に変更のある方は，マイページにて変
更手続きをお願いします．マイページのID，
PWが不明な方，Emailアドレスを未登録の方
はIAP日本支部学会事務局までご連絡くださ
い．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358− 5
　　　アカデミーセンター
TEL：03−6824−9374/FAX：03−5227−8631
Email：jdiap-post@bunken.co.jp

IAP日本支部金沢事務局
金沢大学医薬保健研究域医学系 人体病理学
TEL：080−7818−2818
Email：kanazawa.office@iapjapan.org

IAP日本支部東京事務局
Email： tokyo.office@iapjapan.org, matsubara@

iapjapan.org

IAP日本支部入会のご案内

当支部では新会員を随時募集しています．
会員のメリットとして，

1 ）病理診断講習会受講料の割引
　　（会員¥5,000，非会員¥8,000）
2 ）スライドセミナー受講料の割引
　　（ 1 コースあたり
　　　　会員¥10,000，非会員¥15,000）
3 ） USCAP関係誌（Mod Pathol，Lab Invest）の

年間講読料ディスカウント（ 1 誌につき約
$99～，年により変動します）

4 ）NEWSLETTER等での情報提供

などがあります．
なお，入会金や年会費等は以下のとおりです．

目下未会員の方にはこの機会にご入会いただき
ますようお願い申し上げます．

また，会員の皆様には近くにおられる非会員に
是非入会をお勧めください．

申し込み方法は支部HP（https://www.iapjapan.
org）にアクセスの上，「Membership」での入会

一般会員 シニア
会員

ジュニア
会員 非会員

入会金 1,000円 − 1,000円 −

年会費 6,000円 50,000円
（終身会費） 4,000円 −

病理診断
講習会
受講料

5,000円 無料 3,000円 8,000円

スライド
セミナー
受講料

10,000円 10,000円 5,000円 15,000円

＊ シニア（終身）会員：
　　65歳以上で会員歴20年以上の現会員
　 ジュニア（若手）会員：
　　病理専門医資格の未保持者
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申し込みページをご覧ください．

参考： 2022年 1 月現在の会員数　1,027名
　　　（賛助会員を除く）
　　　　うち一般会員　　880名
　　　　ジュニア会員　　 99名
　　　　シニア会員　　　 34名
　　　　名誉会員　　　　 14名

JDIAP賛助会員

賛助会員としてご支援いただいている下記の企
業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
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編 集 後 記
本年より小田新会長傘下の新執行部が活動を開

始するに伴い，支部広報委員会も新体制となりま
した．それに合わせてNews Bulletinも少し衣替
えをしてみましたが，誌面はいかがだったでしょ
うか．

さて，昨年の東京オリンピックに引き続き先日
開催された北京冬季オリンピックでは，多くの日
本選手の活躍によってメダルラッシュに湧いたも
のの，未だ終息に至らないコロナ禍の中で突如生
じたロシアのウクライナへの武力侵攻というあっ
てはならない事態のために，社会のムードが一段
と暗くなったように感じます．このような時代に
こそ，IAPの活動を中心にこれまで病理学を通じ
て培われたグローバルな連携（絆）を絶やすこと
なく，さらに強固なものとして互いに助け合い，
社会の平和と安定にも資するものにしていかねば
と思うところです．

このNews Bulletinでは，海外情勢にも目を向
けつつ，皆様に有用な情報をタイムリーにお伝え
できるようこれからも心がけたいと思います．何
かご意見などがありましたらどうぞお寄せくださ
い．次号からのNews Bulletinもご愛読いただき
ますよう宜しくお願いいたします．

 広報委員会　委員長　久岡正典
 　　　　　副委員長　森谷卓也
 　　　　　　　委員　長嶋洋治
 委員　近藤哲夫
　　　　　　　　　　　　　　　委員　湊　宏　
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